
サ
ー
ビ
ス
連
合
は
１
月
22

日
（
水
）
、
連
合
会
館
に
お

い
て
第
19
回
中
央
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
か
ら
役
員
、

中
央
委
員
、
傍
聴
者
な
ど
総

勢
１
４
７
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
森
岡
副
会
長
が

開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
滝
本

広
志
中
央
委
員
（
リ
ー
ガ
労

働
組
合
連
合
会
）
・
野
原
里

実
中
央
委
員
（
東
武
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
ズ
労
働
組
合
）
の
両

氏
を
議
長
に
選
出
し
て
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
続
い
て

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
後
藤
会
長
は
、
昨
年

の
度
重
な
る
自
然
災
害
を
受

け
て
の
「
共
生
と
連
帯
」
、

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
を

受
け
て
の
「
政
策
実
現
と
政

治
」
、
産
業
の
社
会
的
地
位

と
労
働
条
件
の
向
上
を
目
指

す
た
め
の
「
組
織
拡
大
」
に

つ
い
て
語
り
、

最
後
に
中
期
的

な

賃

金

目

標

「
35

歳
年
収

５
５
０
万
円
」

の
実
現
に
む
け

取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
る
べ
く
、

実
質
的
な
賃
金

改

善

要

求

を

「
１
．
０
％
以

上
」
に
引
き
上

げ
る
な
ど
の
２

０
２
０
春
季
生

活
闘
争
の
要
求

実
現
に
む
け
た

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
「
２
０
１
９
秋
闘
の
ま
と

め
」
「
２
０
２
０
春
季
生
活

闘
争
方
針
」
「
雇
用
の
安
定

的
な
維
持
・
確
保
に
向
け
た

統
一
対
応
の
策
定
」
の
計
３

つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
後
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
２
０
２
０
春
季
生

活
闘
争
ポ
ス
タ
ー
・
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
応

募
案
が
採
用
さ
れ
た
藤
田
観

光
労
働
組
合
お
よ
び
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

に
対
し
て
活
動
表
彰
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
退
任
さ
れ
た

傳
田
雄
二
特
別
中
央
執
行
委

員
（
連
合
東
京
派
遣
）
の
永

き
に
わ
た
る
組
織
へ
の
功
績

に
対
し
、
役
員
退
任
慰
労
表

彰
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
回
の
中
央
委
員
会
で
は
、

議
事
の
合
間
を
利
用
し
、
サ
ー

ビ
ス
連
合
の
社
会
貢
献
活
動

「
明
日
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
中
か
ら
書
き
そ
ん
じ

ハ
ガ
キ
収
集
に
よ
る
支
援
活

動
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
サ
ー
ビ
ス
連

合
が
政
策
実
現
の
た
め
に
推

薦
を
し
た
羽
田
雄
一
郎
参
議

院
議
員
、
大
塚
耕
平
参
議
院

議
員
、
森
本
真
治
参
議
院
議

員
、
寺
田
静
参
議
院
議
員
、

森
屋
隆
参
議
院
議
員
の
５
名

の
国
会
議
員
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

最
後
は
津
和
崎
副
会
長
の

閉
会
挨
拶
に
続
い
て
の
力
強

い
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
で

中
央
委
員
会
を
締
め
く
く
り
、

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

( 1 ) サービス連合新聞 第48号 2020年2月21日

〒160-0002東京都新宿区
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2020春季生活闘争ポスター



２
０
１
９
秋
闘
は
、
第
19

回
定
期
大
会
で
確
認
さ
れ
た

方
針
に
の
っ
と
り
、
原
則
と

し
て
10
月
末
日
ま
で
に
要
求

書
を
提
出
し
、
11
月
末
日
ま

で
に
決
着
を
目
指
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

要
求
書
を
提
出
し
た
加
盟

組
合
は
52
組
合
で
、
他
に
２

０
１
９
春
季
生
活
闘
争
か
ら

の
継
続
協
議
と
な
っ
た
組
合

が
20
組
合
、
業
績
連
動
な
ど

の
一
時
金
支
給
制
度
に
基
づ

く
確
定
交
渉
を
お
こ
な
っ
た

組
合
が
９
組
合
あ
り
ま
し
た
。

交
渉
の
結
果
は
、
12
月
16

日
時
点
の
集
計
で
、
同
日
ま

で
に
合
意
も
し
く
は
妥
結
し

た
組
合
は
53
組
合
あ
り
、
そ

の
冬
期
一
時
金
支
給
月
数
の

単
純
平
均
は
１
．
23

ヵ
月

（
２
０
１
８
秋
闘
の
合
意
水

準
は
１
．
16
ヵ
月
）
と
な
り

ま
し
た
。
業
種
別
で
は
、
ホ

テ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
24
組
合
の

平
均
は
１
．
28
ヵ
月
（
同
１
．

18
ヵ
月
）
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

航
空
貨
物
29
組
合
の
平
均
は

１
．
19
ヵ
月
（
同
１
．
15
ヵ

月
）
と
な
り
ま
し
た
。

夏
冬
合
計
の
年
間
一
時
金

支
給
月
数
は
、
集
計
可
能
な

１
０
２
組
合
の
単
純
平
均
で

２
．
87
ヵ
月
（
２
０
１
８
年

の
水
準
は
２
．
86
ヵ
月
）
と

な
り
ま
し
た
。
業
種
別
で
は
、

ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
52
組
合

の
平
均
は
２
．
63
ヵ
月
（
同

２
．
62
ヵ
月
）
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
航
空
貨
物
50
組
合
の
平

均
は
３
．
14
ヵ
月
（
同
３
．

10
ヵ
月
）
と
な
り
ま
し
た
。

賃
金
改
善
要
求
を
お
こ
な
っ

た
組
合
は
９
組
合
あ
り
ま
し

た
が
、
12
月
16
日
時
点
で
合

意
で
き
た
組
合
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
本
年
４
月
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
の
施
行
を
控
え
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
法
整
備

に
む
け
て
労
使
協
議
を
行
う

確
認
等
を
し
た
組
合
が
２
組

合
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長

時
間
労
働
是
正
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
合
意
し
た
組
合
が

１
組
合
あ
り
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
の
前
段
で
開

催
さ
れ
て
い
る
恒
例
の
学
習

会
は
、
本
年
は
京
都
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
の
久
本

憲
夫
教
授
を
お
招
き
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

演
題
は
「
組
合
運
動
の
諸

課
題
と
今
後
の
方
向
性
～
２

０
２
０
春
闘
に
向
け
て
～
」
。

な
ぜ
「
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
」
が
議
論
に
な
る
の
か
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
世
界
の
労

働
市
場
に
お
け
る
日
本
の
特

殊
性
を
指
摘
し
、
企
業
の
売

上
高
は
伸
び
悩
む
も
収
益
は

近
年
大
幅
に
伸
び
て
お
り
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
が
伸

び
な
い
実
態
に
つ
い
て
解
説
、

加
え
て
日
本
で
は
長
時
間
労

働
の
多
さ
、
年
休
取
得
の
し

に
く
さ
に
つ
い
て
、
法
制
面

と
と
も
に
日
本
な
ら
で
は
の

慣
習
が
原
因
で
あ
る
と
指
摘

し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、

「
賃
金
よ
り
も
労
働
し
な
い

時
間
が
大
切
」
と
の
意
識
に

よ
る
「
労
働
時
間
口
座
」
の

考
え
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
み
な
、
熱
く
語

る
久
本
教
授
の
言
葉
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
各
加

盟
組
合
に
お
け
る
労
働
運
動

の
参
考
と
す
べ
く
、
熱
心
に

ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

( 2 ) サービス連合新聞 第48号 2020年2月21日

【
正
規
労
働
者
の
賃
金
改
善
・
一
時
金
要
求
】

中
期
的
な
賃
金
目
標
「
35
歳
年
収

５
５
０
万
円
」
の
実
現
に

む
け
、
す
べ
て
の
加
盟
組
合
が
つ
ぎ
の
要
求
を
行
う
。

・
月
例
賃
金
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
を
維
持
し
た
う
え
で
１
．
０
％
以

上
の
実
質
的
な
賃
金
改
善
に
取
り
組
む
。

・
一
時
金
は
、
前
年
同
年
齢
者
の
一
時
金
支
給
水
準
の
確
保
に
取

り
組
ん
だ
う
え
で
、
「
指
標
」
を
活
用
し
主
体
的
に
水
準
向
上

に
取
り
組
む
。
「
指
標
」
を
活
用
し
な
い
場
合
は
、
４
．
０
ヵ

月
相
当
と
す
る
。

【
契
約
社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
待
遇
改
善
】

月
例
給
労
働
者
は
、
年
齢
間
間
差
を
２
，
５
０
０
円
と
想
定
し

４
，
５
０
０
円
以
上
の
賃
金
改
善
、
時
間
給
労
働
者
は
30
円
以
上

の
賃
金
改
善
に
取
り
組
む
。
一
時
金
は
、
前
年
実
績
以
上
を
要
求

し
、
正
規
労
働
者
と
同
水
準
の
支
給
を
目
指
す
。

不
合
理
な
労
働
条
件
が
あ
れ
ば
是
正
し
、
正
社
員
へ
の
登
用
機

会
を
設
定
す
る
。

【
最
低
保
障
賃
金
】

す
べ
て
の
加
盟
組
合
に
お
い
て
、
産
業
別
最
低
保
障
賃
金
お
よ

び
ポ
イ
ン
ト
年
齢
別
最
低
保
障
賃
金
の
協
定
化
に
取
り
組
む
。

【
同
時
要
求
】

年
間
総
実
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間
の
実
現
に
む
け
、
す
べ
て

の
加
盟
組
合
が
目
標
達
成
に
む
け
主
体
的
に
取
り
組
む
。

子
育
て
や
介
護
と
の
両
立
支
援
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
、
高

年
齢
者
雇
用
制
度
の
確
立
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
に
基

づ
く
不
合
理
な
待
遇
差
の
是
正
に
取
り
組
む
。

【
交
渉
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

要
求
書
は
原
則
と
し
て
２
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
、
３
月
９
～

13
日
を
集
中
交
渉
期
間
（
ヤ
マ
場
は
11
日
）
と
し
て
、
３
月
末
日

ま
で
の
決
着
を
目
指
す
。

久
本
京
大
教
授
「
２
０
２
０
春
闘
に
向
け
て
」

2020

2019

熱く語る久本教授



中
央
委
員
会
に
お
い
て
２

０
２
０
春
季
生
活
闘
争
方
針

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
関
係
す

る
業
界
の
各
団
体
に
申
し
入

れ
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
は
、
魅
力

あ
る
産
業
の
実
現
に
む
け
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
掲
げ
る
春

季
生
活
闘
争
方
針
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

労
働
条
件
の
底
上
げ
の
た
め
、

最
低
保
障
賃
金
制
度
等
に
つ

い
て
、
加
盟
す
る
会
員
各
社

へ
の
働
き
か
け
を
求
め
る
も

の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
労
働

条
件
の
ま
さ
に
底
支
え
と
な

る
産
業
別
最
低
保
障
賃
金
制

度
の
確
立
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
働
く
者

全
員
に
対
し
、
各
都
道
府
県

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
最

低
賃
金
に
一
定
割
合
を
上
乗

せ
し
た
賃
金
の
設
定
を
求
め

ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
年
間
総
実
労

働
時
間
１
８
０
０
時
間
の
実

現
に
む
け
、
年
間
総
実
労
働

時
間
の
短
縮
、
所
定
労
働
時

間
の
短
縮
、
所
定
外
労
働
時

間
の
短
縮
、
所
定
休
日
の
増

加
、
有
給
休
暇
付
与
日
数
お

よ
び
取
得
日
数
の
増
加
を
求

め
ま
し
た
。
加
え
て
旅
行
業

に
対
し
て
は
、
旅
行
の
安
全

の
追
求
と
万
一
の
事
故
に
備

え
る
た
め
の
統
一
労
災
補
償

制
度
の
確
立
も
求
め
ま
し
た
。

旅
行
業
の
業
界
団
体
で
あ

る
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
と
全
国
旅
行
業
協
会

（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
に
加
え
、
今

年
は
宿
泊
業
の
団
体
で
あ
る

日
本
旅
館
協
会
お
よ
び
全
日

本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連
盟
、
航

空
貨
物
業
の
団
体
で
あ
る
航

空
貨
物
運
送
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ａ
）
へ
も
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

１
月
24
日
に
全
日
本
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
連
盟
・
粉
川
専
務
理

事
と
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
・
有
野
専
務

理
事
、
１
月
29
日
に
は
日
本

旅
館
協
会
・
佐
藤
専
務
理
事
、

１
月
31
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
・

宮
内
事
務
局
長
、
そ
し
て
２

月
18
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
・
志

村
理
事
長
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
ね
、

趣
旨
を
説
明
し
た
う
え
、
書

面
を
手
渡
し
ま
し
た
。

( 3 ) サービス連合新聞 第48号 2020年2月21日

業
界
団
体
へ

申
し
入
れ
書
を
提
出

業界団体へ申し入れ書を手渡す後藤会長

(上）ＪＡＴＡ 志村理事長

(中) 全日本シティホテル連盟

粉川専務理事

(下）ＪＡＦＡ 宮内事務局長



昨
年
夏
、
サ
ー
ビ
ス
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
地
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
東
日
本
、
中
部
、

西
日
本
の
各
地
連
に
お
い
て

独
自
に
制
作
・
運
営
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
掲
載
情

報
分
類
の
統
一
性
も
な
い
状

態
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
の
し
た
サ
ー
ビ
ス
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ト
ー
ン
を

合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
三

地

連

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

新

た

に

作

成

し

ま

し

た

。

新

し

い

Ｕ

Ｒ

Ｌ

は

、

サ

ー

ビ
ス
連
合
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

の

Ｕ

Ｒ

Ｌ

の

末

尾

に

そ

れ

ぞ

れ
「e

a
s
t
j
/

」

(

東
日
本
）
、

「c
h
u
b
u
j
/

」

（

中

部

）

、

「w
e
s
t
j
/

」

（

西

日

本

）

を

加

え

た

も

の

で

、

本

部

ペ

ー

ジ

か

ら

の

リ

ン

ク

ボ

タ
ン
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

各
地
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
相

互
間
を
リ
ン
ク
ボ
タ
ン
で
行

き
来
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

地
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

各
種
会
議
の
議
事
録
や
イ
ベ

ン
ト
の
告
知
な
ど
、
日
常
的

に
発
生
す
る
も
の
は
ほ
ぼ
す

べ
て
の
も
の
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
の
ペ
ー
ジ
も
設
置
し
、

会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

広
く
公
開
し
て
い
る
「
一

般
ペ
ー
ジ
」
と
「
会
員
ペ
ー

ジ
」
が
あ
る
の
は
サ
ー
ビ
ス

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
同

様
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
も
同
じ

で
す
。
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
本
部
ま
た
は

各
地
連
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
必

要
に
応
じ
て
今
後
も
随
時
改

修
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

連
合
（
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
）
で
は
現
在
、
「
核

兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

連
合
は
核
兵
器
廃
絶
に
長

く
取
り
組
ん
で
き
た
原
水
禁

（
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会

議
）
お
よ
び
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｎ

（
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
建
設

国
民
会
議
）
と
と
も
に
、
核

兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
実
現
に
向
け
平
和
運
動
を

統
一
行
動
と
し
て
展
開
し
て

い
ま
す
。
核
兵
器
を
保
有
す

る
国
の
駐
日
大
使
館
や
総
領

事
館
に
向
け
た
、
核
兵
器
の

削
減
・
廃
絶
と
核
兵
器
開
発

の
中
止
を
訴
え
る
行
動
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。
２
０
０

５
年
か
ら
は
「
核
兵
器
不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討

会
議
」
へ
参
加
し
、
そ
の
開

催
に
合
わ
せ
て
署
名
を
国
連

と
日
本
政
府
と
提
出
し
て
お

り
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え

ま
す
。
今
年
は
４
月
の
同
会

議
に
合
わ
せ
、
国
際
連
合
事

務
総
長
と
日
本
の
内
閣
総
理

大
臣
宛
に
提
出
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
各
加
盟
組

合
に
お
い
て
は
、
す
で
に
別

途
お
送
り
し
て
い
る
署
名
要

旨
に
記
入
し
て
、
３
月
23
日

（
月
）
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
連

合
本
部
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
署
名
用
紙
は

サ
ー
ビ
ス
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

ご
家
族
の
皆
さ
ん
を
含
め
、

組
合
員
の
皆
様
の
幅
広
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

( 4 ) サービス連合新聞 第48号 2020年2月21日

連
合
「
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
」

に
ご
協
力
を


